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• 企業型DSとプラットフォーム型 DS

• カスタマイズの範囲

• カスタマイズの実践

• まとめ
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企業が自社のために整えたデザインシステム、または特定のサイト／ Web アプリ用の UI部品一式。

例: SmartHR Design System 、 Spindle 、 Serendie Design System 、 Science Tokyo デザインシステム等

3スタイルガイド｜デジタル庁デザインシステム β版

企業型DS：自社のために整えたデザインシステム

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
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企業型DSのように、各府省ごとに個別のデザインシステムが作られていくと、

一貫したアクセシビリティの確保が難しくなり、コストも増大する。

4スタイルガイド｜デジタル庁デザインシステム β版

各府省ごとのデザインシステム

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
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特定組織のブランド概念をもたないプラットフォーム型 DSである DADSに、各府省のブランドアセットを

掛け合わせて、各府省 DSをローカルデザインシステム（スタイルガイド）として作る。

5スタイルガイド｜デジタル庁デザインシステム β版

プラットフォーム型 DS：デジタル庁デザインシステム（ DADS ）

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
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「 DADSを使うと青くなる」

というのは誤解

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
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DADSによって「青くて角丸で余白が広い、デジタル庁のサイトのスタイルになる」わけではない。

あくまでサンプルのスタイルとして、デジタル庁のデザイントークンが反映されているだけ。

7スタイルガイド｜デジタル庁デザインシステム β版

「 DADSを使うと青くなる」というのは誤解

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
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DADSはプラットフォーム型であり、カスタマイズしてローカルデザインシステムを作ることが必須。

カスタマイズ可能なポイントは、デジタル庁デザインシステム β版サイトに記載している。

8スタイルガイド｜デジタル庁デザインシステム β版

プラットフォーム型 DSである DADSはカスタマイズ必須

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/style-guides/
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基本デザインを再定義してコンポーネントに反映するとローカルデザインシステムになる。

「基本デザイン」で変更可能な範囲を示している（変更不要な箇所はデフォルトのまま使っても OK）。

9基本デザイン｜デジタル庁デザインシステム β版

カスタマイズ可能な主なポイント

カラ ー キーカラーをプリセットから選ぶことができ、また自分たちのブランドカラーで上書きすることもできる

フォントサイズ 本文や見出しやボタンなどのフォントサイズを変更できる

行の高さ 本文や見出しやボタンなどの行の高さを変更できる

余白 要素同士の余白（マージン）や、コンポーネント内の余白（パディング）を変更できる

角の形状 コンポーネント単位で角丸値を変更できる

エレベーション 必要な高さレベルの種類・高低差は、サービス全体で使うコンポーネントに応じて設計・変更できる

レイアウト カラム割りやブレークポイントの数は任意に設定できる

https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
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カラ ー

• テキスト 、 アイコン 、 枠線、 ディバイダー等の色は、背景色とのコントラスト比を 規定値以上にする

• 成功やエラ ーなどの色相と意味の結びつきは変更不可

• リンクカラーは 青を推奨。それ 以外も可だが、コントラスト要件・色覚多様性・リンク認識への配慮が必要

フォントサイズ 本文、 見出し 、 ボタン等のフォントサイズは、定められた下限値を割り込まないこと

行の高さ 本文テキストの行高はフォントサイズの 150% 以上にすること

余白 ボタン等のインタラクティブ要素のターゲットサイズは、定められた下限値を割り込まないこと

エレベーション ドロップシャドウではコントラスト比を確保できないため 、 コントラスト比を確保するボーダーを 引くこと

レイアウト リキッドレイアウトを採用 。 マルチカラム にする場合は視覚的配置と読み上げ順序をできるだけ一致させる こと

行政向けである DADSは、アクセシビリティを確保するためのしくみである。

「基本デザイン」および各コンポーネントの解説で、アクセシビリティ確保の決まりを示している。

10基本デザイン｜デジタル庁デザインシステム β版

カスタマイズにおいてはアクセシビリティ確保の決まりがある

https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
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基本デザイン を再定義すれば自由度高くカスタマイズ可能。

一方で、カスタマイズする際はアクセシビリティを損なわないようにしなければならない。

11基本デザイン｜デジタル庁デザインシステム β版、 ボタン（アクセシビリティ）｜デジタル庁デザインシステム β版

カスタマイズの OK例・ NG例

○ OK × NG

キーカラー変更、角丸の調整、余白の調整 コントラスト比 とターゲットサイズ が規定値未満

https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/foundations/
https://design.digital.go.jp/dads/components/button/accessibility/
https://design.digital.go.jp/dads/components/button/accessibility/
https://design.digital.go.jp/dads/components/button/accessibility/
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アイコンとラベルのセットを求める、明瞭なフォーカスインジケーター、強制カラーモード対応など。

カスタマイズの際は、これらの特徴を損なわないようにしなければならない。

12ボタン（アクセシビリティ）｜デジタル庁デザインシステム β版

コンポーネントには様々なアクセシビリティの工夫がある

明瞭なフォーカス

インジケーター

強制カラーモード に対応アイコンとラベルの

セットを求める

https://design.digital.go.jp/dads/components/button/accessibility/
https://design.digital.go.jp/dads/components/button/accessibility/
https://design.digital.go.jp/dads/components/button/accessibility/
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1. Figma Community からデザインデータを取得する

2. カバーのタイトルを、自分たちのブランドやサービスに合わせて変更する

3. 自組織やプロジェクトで必要そうなコンポーネントに絞る

4. （ Figma 外）ブランドアセットに基づくルールを決める

5. ルールに基づき、キーカラーを自分たちのブランドカラーに置き換える

6. ルールに基づき、コンポーネント単位で角丸や余白などの値を調整する

7. よく使うボタンのラベルなどをあらかじめ入れておき、コンポーネントとして定義する

8. 必要に応じ、コンポーネントの組み合わせのセットを作る

9. 並行して作成した画面仕様書をもとに、コンポーネントを使って画面を組んでいく

10. 画面を組む中で調整が必要になったら、コンポーネントに反映していく

13

Figma デザインデータによるカスタマイズの手順
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（本スライドでは割愛）

14

Figma デザインデータによるカスタマイズの手順（動画）
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既存サイト・サービスのリニューアルと同時にデザインシステム化を行う場合、既存要素を洗い出し、

DADSコンポーネントにマッピングする。 すぐ初版を作れて、アクセシビリティ確保も容易になる。

15

参考: 既存サイト・サービスリニューアル時の DADS活用

バラバラな既存要素群 DADSコンポーネントにマッピング スタイルやラベルを調整して

ローカル DSコンポーネントに整備
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Figma 上のコンポーネントは、状態や表示の組み合わせを示すための便宜上の構成。

切り離し（ detach ） して自分たちの使い方に合わせて整え、改めてコンポーネント化しても OK。

16

Tips: Figma のコンポーネント構成は維持しなくてよい

注釈ブロックの Figma コンポーネントを

維持して使用している例

注釈ブロックの Figma コンポーネントを

切り離し（ detach ）して組み直している例
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コードスニペットを参考に実装する。実利用環境に合わせて書き換えて使用する点に留意する。

一方で、アクセシブルにするしくみを取り除かないよう注意が必要。導入方法は Storybook を参照。

17コードスニペット（ HTML版） Storybook 、 コードスニペット（ React版） Storybook

コードスニペットは「実装のサンプル」として参考にする

コードスニペット（ HTML版）の導入方法 コードスニペット（ React版）  の導入方法

https://design.digital.go.jp/dads/html/
https://design.digital.go.jp/dads/html/
https://design.digital.go.jp/dads/html/
https://design.digital.go.jp/dads/html/
https://design.digital.go.jp/dads/react/
https://design.digital.go.jp/dads/react/
https://design.digital.go.jp/dads/react/
https://design.digital.go.jp/dads/react/
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DADSはプラットフォーム型のデザインシステムである。

そのまま使うのではなく、カスタマイズしてローカルデザインシステムを作り、それから画面を組む。

コンポーネントをいちから作る必要がなく、すぐ初版を作れて、アクセシビリティ確保も容易になる。

その結果、企画や情報設計に時間をかけられるようになる。

18デザインシステムとは｜デジタル庁デザインシステム β版、 使い方｜デジタル庁デザインシステム β版

DADSはローカルデザインシステムを作るための「しくみ」である

https://design.digital.go.jp/dads/guidance/design-system/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/design-system/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/design-system/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/how-to-use/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/how-to-use/
https://design.digital.go.jp/dads/guidance/how-to-use/
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本資料に掲載している情報（以下「コンテンツ」といいます。）の

著作権は、特記されていない限りデジタル庁に帰属し、特段の権利

表記がない限り、「 公共データ利用規約（第 1.0版） 」（ PDL1.0 ）

または互換性のある「 CC BY 4.0（クリエイティブコモンズ -表示 

4.0 国際）」に従う範囲で利用できます。

PDL1.0 のうち、本資料独自の出典記載例や本ルールの適用を受け

ないコンテンツ等、資料によって内容が異なる部分の情報について

はデジタル庁ウェブサイトの「 コンテンツの利用に係る PDL1.0に

関する重要情報」を参照してください。

19

コピーライトポリシー

https://www.digital.go.jp/resources/open_data/public_data_license_v1.0
https://www.digital.go.jp/resources/open_data/public_data_license_v1.0
https://www.digital.go.jp/resources/open_data/public_data_license_v1.0
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
https://www.digital.go.jp/copyright-policy#important
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